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は　　　し　 が　　き

　国立公園としての白山は .環境の整備がととのえら

れるにつれ,登立者の数も年とともに増加しつつある。

　かつては宗教的登山者がほとんどであったが，近年

はレクリエーション的登山者が多いため自然に対する

関心がうすく生物社会の破壊も少なくない。特に植物

社会に関しては貴重な群落や種類も多いため，今後充

分保護する必要があると考えられる。白山の植相の特

徴の１つとして，種類数は少ないとしてもその産量の

多いことが言われている。

　本調査はこれらの貴重な植物社会の保護の目的も含

み，今後の人為的変化，自然的遷移などもさぐるため

の基礎的調査として行なったものである。特にハクサ

ンコザクラの量的分布と群落の組成を調査の対象とし

たのは，この種が白山を南限とする植物となっている

からである。今後これをもとにしてできれば同じく南

限とするハクサンオオバコ，クロユリ，その他多くの

種類についても同様の調査を行ないたいと考えている。

１　調査地域と調査方法

　白山室堂平（海抜2450m～2500mカソクラ雪けい附近を含む 5.１ha）と大汝峰附近（南西海抜2520

m血ノ池附近0.2/ha）およびミダガ原海抜2360m～2400m 6.2/ha）を中心に調査を行なった。調査

方法は方形区（1×1 m）内のハクサンコザクラの株数を調べ群落の組成についても記録した。

　被度および群度については，次に示したものを用いた。

＊　津幡定時制高等学校
*＊鶴来高等学校
＊＊＊金沢大学理学部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，



　被　度　基　準

　PENFOUD & HOWARD による。（図説植物生態学より）

　　　　　　　　十………1％以下　　　･ 3…‥…･25～50％

　　　　　　　　1………1～5％　　　4………50～75％　　　　　　

　　　　　　　　2………5～25％　　　　5………75～10％

　群　　度　　　基　‘準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘゛

　　（生態学講座……植物社会学編より）

1.茎葉又は幹が孤立し, はなればなれに生ずる。

2.　団塊状または束状に生育する。　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.群をなして（小斑またはクッション状）生育する。　　　　

4.小さなコロニーを生ずるか，広い斑状または芝生状。

5.　大群生をなし全地域をおう。

※　一組成表中の植物は方形区内の出現したものをすべて記入したものである。

２　調　査　結　果



（3）　調　査　概　要

　調査地全般を通して，ハクサンコザクラは雪田植物社会の有力な構成要素となっている。　1 ㎡にお

けるハクサンコザクラの平均株数は 162.42と計算されたが，この内の有花個体は割合少ないものの株

数はこの数で知るように多いものであった。従って調査地全域におけるハクサンコザクラの株数を推

察するならば，まことに多いということができ，まさにはしがきに記したように一般に言われている

産量の多いということが理解できるのではあるまいか？

　分布の限界の植物は常識的に環境の制限をうけ，生育状態や量的なものが非常に影響される場合が

多いが, この植物は南限の植物としては珍らしいことで，自然保護の立場から生育地および群落の保

護の必要を感じた。

　また高山帯に年毎に新しい道が開けているが，貴重な生物保護に万全の策をとってほしい。

　最後に立山などの他山と同じ調査を行なうならば，さらに興味ある結果が得られることであろうが

これは将来の課題としたい。
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